




明治 38 年 （1905） 10 月 1 日刊　今古堂書店　稲門ライブラリー （非公開）
馬渕　敬子 （特別資料室）
　正宗白鳥（1879–1962）は、明治 36 年（1903）6 月に読売新聞社に入社し、明治 40 年（1907）に退社するまでの間、美術、文芸、
教育等の記事を担当していた。実際には、入社前の明治 34 年（1901）から近松秋江（1876–1944）らとともに、同紙の「月曜文学」
欄に文学や芸術の批評を発表していたので、読売紙上での文筆活動は 7 年に及ぶ。
　『文科大學學生々活』は、同紙に同じ題で明治 37 年 12 月 23 日から翌年の 2 月 27 日まで、延べ 30 回にわたって連載された。それが
再編され、明治 38 年 10 月に今古堂書店から刊行される際に、4 回分が削除され、新たに 5 節が書き下ろされた。このことは、福武書


















　ついでに言えば、本書の広告は、上述のとおり 10 月 6 日の朝刊に掲載されている。つまり、再版本に対する広告ということになるが、
もちろん、「好評のため重版決定！」などの文字は、躍りようもなかったのである。
　　参考文献：『増補改訂　新潮日本文学辞典』（新潮社　1988 年 1 月刊）
　　なお、本書は国立国会図書館にも初版が所蔵されており、国立国会図書館デジタルコレクション（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/813519）でご覧になれる。
